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１．プロジェクト企画調査 

(1)研究代表者名  ：小出 浩平 

 

(2)プロジェクト企画調査名： 

「都市・農村の広域連携による低炭素生活圏モデルの構築」 

 

(3)企画調査期間  ： 平成２０年１０月～平成２１年３月 

 

２．企画調査構想 

1）企画調査の目標 

長野県伊那市と東京都新宿区の「地球環境保全協定」（2008年2月10日締結）をベースと

して、二地域の効果的かつ永続的な脱温暖化への取組みを通し、他に類を見ない「都市・

農村の広域連携による低炭素生活圏モデルの構築」のベース作りを目標とした。さらに平

成21年度にはモデルの構築と精査を目指す。 

 

2）企画調査計画 

二地域の協定内容（下記）をより具体的な行動やアクションへの展開に結び付けるため、

地域の実情に合せて下記の３つのグループを設定して企画調査を行い、脱温暖化に向けた

プロジェクトや事業の実現可能性などを探索した。 

協定：①新宿区による伊那市有林の健全な森林育成の支援事業の実施 

②新宿区内における①による間伐材の有効活用のための環境整備 

③新宿区民・事業者の伊那市平地林における間伐等体験学習事業の実施 

④①保全事業によるCO2吸収量増加の新宿区とのカーボンオフセット 

 

■グループ１．森林保護系：協定の「入口」となる間伐事業の価値（CO2吸収量等）を精査

する。（協定①、④） 

■グループ２．森林活用系：協定の「出口」として、取り組みの継続・定着のため、間伐

材利用の事業化等の可能性を調査する。（協定②） 

■グループ３．交流プロジェクト系：協定を大幅な脱温暖化に結びつける「幹」として、

住民・事業者の低炭素ライフスタイルへの転換の可能性を調査

する。（協定③） 
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3）企画調査の構想 

３つグループの概要と研究担当、主な協力団体・機関、並びに企画調査の構想を取りま

とめて下表に示す。 

概　　要 研究担当 協力団体・機関 企画調査の構想

森林保護系（※1）

①区民参加の間伐事
業のＣＯ2削減量調査

区民が新宿から伊那に移動
し、間伐体験を行い、その意
義を知る。そのカーボン削減
量・増加量の算出。

②新宿区間伐事業の
ＣＯ2削減量調査

新宿の森にて、新宿区が行
なう、間伐事業を地元業者に
委託。そのカーボン削減量の
算出。

森林活用系

（区施設）
・新宿区

（民間施設）
・新宿ｴｺ事業者連絡会

交流プロジェクト系

ｿｼｵｴﾝｼﾞ
ﾝ･ｱｿｼｴｲ
ﾂ

森のｴﾈﾙ
ｷﾞｰ研究
所

・信州大
・新宿区
・伊那市

1

2

3

グループ

ｿｼｵｴﾝｼﾞ
ﾝ･ｱｿｼｴｲ
ﾂ

・新宿区
・伊那市（各種団体）
・ふる里あったかとお他
・ＥＣＯＭ（企画）

・伊那市
・伊那商工会議所
・有賀建具店　他　参加
・上伊那森林組合

③先進事例視察調査
（長野県下伊那郡泰阜
村）

伊那市におけるワークショッ
プ開催により、地域・農村の
視点からのプロジェクト企画
を行なう。

二地域居住、ＳＯＨＯの可能
性を含め、山村留学の先進
事例を体験

・伊那市・新宿区
（各種団体）
・ＥＣＯＭ（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ）
・ＮＰＯｸﾞﾘｰﾝｳｯﾄﾞ

②伊那市主体交流事
業可能性調査（各種ﾋﾞ
ｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ等）

①新宿区主体交流事
業可能性調査（二地域
居住　等）

新宿区民に対してワーク
ショップ開催して、大都市の
視点からの間伐材利用など
のプロジェクト企画を行なう。

②間伐材・エネルギー
利用可能性調査（ＣＯ
2・エネルギーコスト削
減等）

新宿区の公共施設において
導入診断を実施（熱源設備
の更新期の施設）。民間施設
の可能性も合せて調査。

（区施設）・新宿区
（民間）新宿ｴｺ事業者
連絡会

脱温暖化のための二
地域の取組みの入
口として重要。永続
的な事業とするため
の課題を整理し、新
宿区と伊那市に提案
する。

１間伐事業で排出さ
れる間伐材料を活用
して経済循環を生み
出し、1の事業を永続
させるための出口と
して重要。活用のﾒ
ﾆｭｰや可能性、課題
（制度上の問題など）
を整理する。

1，2の事業の永続か
らさらに大幅な脱温
暖化のためのライフ
スタイルの転換、さら
に地域が豊かになる
ためベース、”幹”の
取組みとして重要。
交流のﾒﾆｭｰや可能
性、課題（教育や人
材育成など）を整理
する。

①間伐材・材料利用可
能性調査（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝ
ｸﾞ等）

間伐材を活用した新宿区施
設のリニューアル可能性調
査。その結果をビジネスマッ
チング時にオフィスリニュー
アル事業としてプレゼン。

森のｴﾈﾙ
ｷﾞｰ研究
所

 

※１の①、及び②の間伐事業等は、新宿区が区の事業として行う。 

 

３．企画調査実施体制  

 (1)体制 ：図に示す体制で3グループの 

企画調査を実施した。 

   

 

 

 

 

【森林保護系グループ】 

㈱森のｴﾈﾙｷﾞｰ研究所：大場 龍夫 

・新宿･伊那間伐事業並びに二地域交流事業 

におけるCO2削減量調査・算出 

・間伐材・エネルギー利用可能性調査 

【森林活用系グループ】 

【交流プロジェクト系グループ】 

㈱ｿｼｵｴﾝｼﾞﾝ･ｱｿｼｴｲﾂ：小出 浩平 

・新宿･伊那間伐事業における間伐材の利用 

可能性調査 

・二地域の交流事業可能性調査 

研究代表者 

㈱ｿｼｵｴﾝｼﾞﾝ･ｱｿｼｴｲﾂ 

小出 浩平 
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(2)メンバー表                                                           

 

本企画調査は３つのグループにより実施しているが、森林活用企画調査及び交流プロジ

ェクト企画調査グループは、ほぼ同一メンバーにより実施しているため、まとめて下図に

示し、次項に森林保護企画調査グループのメンバーを示す。 

 

   ①森林活用企画調査グループ、及び交流プロジェクト企画調査グループ  

：○印はグループリーダーを示す。 

                      

氏 名 所 属 役 職 研究項目 参加時期 

○小出 浩平 ㈱ｿｼｵｴﾝｼﾞﾝ･ｱｿｼｴ

ｲﾂ 

執行役員 ・新宿･伊那間伐事業にお

ける間伐材の利用可能性

調査 

・二地域の交流事業可能性

調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 

（以下外部委

託・講師等） 

    

森 良 NPOｴｺ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ 

代表 ・新宿･伊那間伐事業にお

ける間伐材の利用可能性

調査 

・二地域の交流事業可能性

調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 

八木 晴之 NPOｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ･ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ研究所 

主任研究

員 

・新宿･伊那間伐事業にお

ける間伐材の利用可能性

調査 

・二地域の交流事業可能性

調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 

伊東 一 NPOｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙ･ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ研究所 

研究員 ・各調査の業務支援 平成20年10月～ 

 平成21年3月 

今井 一希 NPO自然学校ふる

里あったかとお 

事務局長 ・二地域の交流事業可能性

調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 
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   ②森林保護企画調査グループ ：○印はグループリーダーを示す。 

 

                       

氏 名 所 属 役 職 研究項目 参加時期 

○大場 龍夫 ㈱森のｴﾈﾙｷﾞｰ研

究所 

代表取締

役 

・新宿･伊那間伐事業並び

に二地域交流事業におけ

るCO2削減量調査・算出 

・間伐材・エネルギー利用

可能性調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 

菅野 明芳  ﾁｰﾌﾘｻｰﾁｬ

ｰ 

・間伐材・エネルギー利用

可能性調査 

平成20年10月～ 

 平成20年12月 

池谷 智晶  ﾘｻｰﾁｬｰ ・新宿･伊那間伐事業並び

に二地域交流事業におけ

るCO2削減量調査・算出 

・間伐材・エネルギー利用

可能性調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 

（以下外部委

託・講師等） 

    

小林 元 信州大学 准教授 ・新宿･伊那間伐事業並び

に二地域交流事業におけ

るCO2削減量調査・算出 

・間伐材・エネルギー利用

可能性調査 

平成20年10月～ 

 平成21年3月 
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伊那⇔新宿いきかい展 展示物 

有賀建具店の展示物 

展示ブースの全景 

 

 

 

 

 

 

 

有賀建具店で製作された棚とドアの他、木の見本と木につい

ての本（大日本有用樹木効用編）や製作された積木を展示。 

 

展示物 

・棚（大、少） 

・ドア 

・木の見本 

・木に関する本 

・いろいろな樹種の木で作られた積木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木の棚（小） 木の棚（大） 木に関する本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木の見本 木のドア いろんな木でできた積木 

ビジネスマッチグタイムでの有賀氏の

説明 

 

 木の見本などから、いろいろな木の特

徴を説明。さらに、そのような木の個性

を用いた棚やドアなどについても説明

を行った。とくに漆などの木独自の色や

質感については、興味深い内容。 
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上伊那森林組合の展示 

展示ブース全景 

 

上伊那森林組合で生産加工されている、ペレットや製材

の展示を中心とし、ペレットを使うためのペレットストー

ブも展示。 

 

展示物 

ペレット 

アカマツなどの製材板 

ペレットストーブ 

ペレットのもとになる木の粉 

展示内容を参加者へ説明（ビジネスマッチングタイム） 

説明時の様子 

 

上伊那森林組合のバイオマス・エネルギー室寺澤

室長がペレットと森林組合で加工している製材につ

いての説明を行った。 

 ペレットについては、原材料であるアカマツなど

の樹種の説明や木粉について参加者に見える形で説

明を行い、次いでペレットの説明を行った。また、

当日点火はできなかったがペレットストーブについ

ての説明を行った。参加者はペレットについて多く

の興味をもった様子だった。 

 

また、伊那産材を用いた加工製材についても説明

を行った。伊那が木のまちであるということが充分

に伝わる説明であった。 

 

 

 

 

 

 

 

その他の展示 

伊那商工会議所で試作されているものを合わせて

展示した。木材の有効利用を考える伊那市ならでは

の試作品であり、生活に密着したプロダクトの試作

という意味合いで非常に興味深いものであった。 
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【実施内容】－３ ：山村留学先進事例調査 

 本企画調査（交流プロジェクト）グループでは、大幅な脱温暖化実現のためのライ

フスタイル転換を促すプロジェクトのひとつの方向性として山村留学がある捉えてい

る。その先進的な取り組みを実施している長野県泰阜村・ＮＰＯグリーンウッドの視

察調査を実施している。 

①実施内容 

 実施した視察内容を以下に示す。 
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②実施記録 

【参加者】 8名（新宿区等 NPOメンバー 5人、伊那市NPOメンバー 3人） 

【成果】得られた知見・情報 

 １．山村留学について 

・1986年から一年間の長期山村留学を行っており、全国に300家族のファンがいる。 

・山村留学の募集にあたっては、子どもが自分の意思で決めるということを大事にし

ている。そのため、一年だけではなく、二年、三年と留学する子もいる。 

・山村留学の効果 

a．子どもたちへの効果－一年間寄宿舎生活で炊事、そうじ、洗濯、風呂炊きなどの

生活や村の作業などに参加することを子どもたち同士で話しあいながらやりとげ

ていく。そのために、「頭だけの学力」ではなく「他者との関係を豊かにする学

力」が養われる。風呂も炊事もほとんど自分たちで割ったマキでまかなうため、

循環的なライフスタイルが自然に身についていく。 

b．村人への効果－山村留学が始まる前までは、村人は若者たちに「この村には将来

がないから出ていけ」と言っていた。しかし山村留学や長期キャンプで子どもた

ちが山や川などの自然に感動し、村人から学んで成長していく姿勢を見てその意

識は180度転換し、自分の人生や村に誇りを持つようになり、自立した村づくりに

励んでいる。使う野菜はすべて村の農家から購入している。 

 

2．自然体験、山村留学による事業の経営について 

・泰阜村の年間予算規模は17億円ほどで、そのうちグリーンウッドの事業が１億円を

占めている。村の経済に大きく貢献しており、野菜やマキの消費により地産地消が成

立している。 

・１億円の内訳は、自主事業が7000万（キャンプが4500万、留学が2000万）で、補助

金が3000万円である。 

 

【参加者の感想】 

 ＜伊那市NPOメンバーI氏＞ 

 伊那でも山村留学を含めた子どもの教育活動を事業展開していきたいので大変参考

になった。リピーター、ファンをつくることが大事だということがよくわかった。 

 

＜新宿NPOメンバーM氏＞ 

 去年から新宿区内の小中学校の伊那市での森林体験学習が始まった。今年からさら

に参加校が増えると聞く。一過性のイベントにしないためにグリーンウッドのような

受け皿が伊那と新宿を結んで必要だと思う。 
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③記録写真 

 

炭焼き釜の説明 

巻き割り風景 

巻き風呂風景 巻き風呂説明 

養殖漁業組合の説明 
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５．成果の発信等 

 

(１)口頭発表 

①招待、口頭講演 （国内 １件、海外 ０件） 

②ポスター発表  （国内 ０件、海外 ０件） 

 本企画調査について、新宿区におけるシンポジウムを開催し、住民に対して報告を行

っている。そのプログラム・講演者については、実施内容に示したとおりである。 

 

 

 

 

 

 

以      上 




